



















































照的であると述べている。Kan, Karasawa, Kitayama（2009）は、“感謝（gratitude）” と「何もしないこと、
一人の時間を楽しむ」などの “肯定的脱関与性（peaceful disengagement）”から受容的幸福感（Minimalist 
Well-Being）尺度を構成しており、その根底には東アジア文化圏における “nothingness（無）” の思想が










を Table 1 に示した。いずれも共通して「自分は周りから恩恵を受けていることの認識」があるといえる。
感謝に対応する英語として “gratitude” を用いる研究が多いが、岩﨑・五十嵐（2014）は “appreciation”























































































































“感謝を含んだ謝罪 （quasi-thanks and apology）”“要求標識 （request marker）”“注意喚起装置 （attention-
getting device）”“告別装置 （leave-taking device）” “肯定的確認の応答 （aﬃrmative and conﬁrmational 







































（岩﨑・五十嵐，2014；蔵永・樋口，2011；Naito & Sakata，2010; Wangwang, 2005）と、他者への返











































































































注） 「感謝と負債感に関する調査内容」におけるGQ-6はGratitude Questionnaire-6（McCullough et al., 2002）、GRATはGratitude 










































































































１　Long（2010）は日本語における謝罪的感謝表現を“apology in Japanese gratitude situations”“apology-gratitude”としてお
り、池田（2006）は母親に感謝しているときに感じる “負担をかけたことへのすまなさ” を “sorrow from having burdened 
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